姜哲煥（カン・チョルファン）氏の証言/09.7.7
（姜哲煥：北朝鮮強制収容所体験者で脱北者、現在、朝鮮日報の記者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔文中の小見出しは、NO FENCEで挿入したもの。〕


　本日こうして意義深い機会を設けていただきました「守る会(北朝鮮帰国者の生命と人権を守る会)」「NO FENCE」、そしてご参席の皆様に心から感謝申し上げます。

【諸問題解決には収容所解体と帰国者問題が要】

　今も日本では拉致問題を契機に北朝鮮に対する関心も大変高く、国民的に知られる状況になりましたが、はるかそれ以前十数年前から実は「守る会」の方々が、ここにいらっしゃる小川先生、金民柱さん、山田先生、萩原遼さんはじめこの方々が、北朝鮮問題に関して、大変意義深い仕事を続けておられました。私たち脱北者が韓国で、民主化運動を展開していますが、そのきっかけになったのも、元はと言えば、この「守る会」の方々が、　　　私たちを日本に招いて下さって、朝鮮総連等に関してもデモを行いました。

　こうしたことで、「ああ、こういう風に闘えばいいのだな」と、やり方をまさに日本のこういう方々から私たち脱北者は学んで、韓国で今その仕事を展開しているわけなのです。

　
　思うに、この「守る会」が1994年から展開していた北朝鮮政治犯収容所を解体するということと、あと93.000人に及ぶ北朝鮮への帰国者の問題、このふたつの問題がまさに朝鮮から発生する全ての問題を解決する上で、要になる核心部分であると考えています。

この北朝鮮の強制収容所が無くならない限り、核問題も解決しませんし、拉致問題も解決できないだろうと考えています。

　北朝鮮は、金正日一人のために全国民が犠牲になる、奴隷になる、そういう奴隷制国家ですので、この体制を打破しない限り他の問題は解決できないと考えています。

【総連と帰国事業】

　他でもありません、私の祖父母は、祖父が総連京都の商工会の会長でしたし、祖母は総連京都の女性同盟の委員長でした。そのように総連草創期の中核の幹部でありまして、63年に一家全員で帰国したのですが、その時も多くの人たちに、北朝鮮は素晴らしい国だから帰ろうと煽動した立場ですし、自分たち家族も模範として率先して北朝鮮に渡って行きました。

私は93.000人に及ぶ帰国者というのは、事実上、誘拐拉致されたものだと思います。何故ならば、虚偽の情報に基づいて、その煽動によって帰って行ったからです。　

　こうした実態としては生き地獄であるところを、「地上の楽園」という虚偽の宣伝に仕立て上げて、北朝鮮はもとより日本の組織も、朝鮮総連そして当時の日本の言論、報道も、ただそれを垂れ流しただけであって、ほんとうにその実態はいかがなものであるかという追求というものは殆どなされなかったように伺っています。

　こうした9万人に及ぶ人たちのうちの約三分の一、三万人は収容所に連れて行かれて処刑されましたし、北朝鮮に渡って行った帰国者の家族の中で誰か親戚、親族が収容所に行かなかったという家は殆ど無いのです。

　これだけのおびただしい犠牲がありながら、在日韓国朝鮮人社会でこれといった動きは全くありませんでした。ただ、90年半ばから「守る会」の活動のみが唯一こうした犠牲について追求し、声を上げた動きでありました。

　私は、朝鮮総連の本部に祖父と祖母の写真を持って押しかけ、「何故私の祖父母をはじめ多くの人間が強制収容所に送り込まれたのか、その事情を釈明しろ」と朝鮮総連に求めたのですが、「そんな人間は知らない」といって私たちは追い出されました。

　実は今週、総連の大阪の本部にも抗議のために行ったのです。いざ行ってみますと、総連本部の建物も売り飛ばされていて、実に怒りというよりは、むしろ哀れを催すような有様になっていました。

　私は、もう体制の余命は長くない、といったことに照らして、朝鮮総連に残された機会は短い、もう最後の機会だと思います。その帰国者たちに対して、朝鮮総連はしっかり謝罪するか、その謝罪さえできないというのであれば、あなた方自身が北朝鮮に移り住むべきだと思う。

　自ら血を分けた同族をそれだけの目を遭わせながら何ら手を打てないという組織は存在の意味がない、解体されるべき組織であるし、もしそのままうやむやにやり過ごして統一を迎えた暁には、北朝鮮に渡って行った１０万人、そしてその子孫たちが膨大におりますので、彼らから相当な仕打ちを受けることになるだろうと思います。

【95年以降の北朝鮮の実情】

　私はこの間度々日本にお招き頂いて強制収容所での体験については、つぶさにお話させていただきましたので、この場では割愛させて頂きます。ただ、ご存じない方は、私が手記を書きまして日本でも出版していますので、それをお読み頂きたいと思います。

　私が北朝鮮を逃れたのは1992年です。現在は朝鮮日報で北朝鮮問題専門記者として仕事をしておりますが、この北朝鮮収容所に生きていた私にしても、95年以降の北朝鮮の実情について伝え聞いた時には、あまりの悲惨さに信じられなかったのが率直なところです。

　当時、私は95年以降に北朝鮮から逃れてきた人たちから聞かされた話は、「街で人が大量に餓死している、収容所でもない一般社会でも餓死が起きている。しかも拷問というのがあからさまに行われて、公開処刑も頻繁に行われている。中国から北朝鮮に送り返された人々たちが残忍な拷問を受けて処刑されている。」と。私自身も、こうした話を当初聞かされた時は、まさかそんなことがあるとは、と思っていたのです。

収容所でない一般社会迄そうしたことが起きているとは信じられませんでした。

　先ほどお話をされた高政美さんの気持ちはよく分かります。というのも、私が中国から北朝鮮に強制送還されたのち、保衛部においてどのような拷問を女性に加えるかという話を集中的に追跡して取材したことがあるからです。

　中国で妊娠して送り返された妊婦の腹を足蹴にして蹴って強制堕胎をさせて、出てきた胎児は、ビニールに入れて殺すと。するとその妊婦も殴打して時には撲殺するということが頻繁に起きているということを知っております。

【体制崩壊に必要なこと】

　　私は、2005年にアメリカのホワイトハウスに招かれて、ブッシュ大統領と会談しました。その時に、ブッシュ大統領から質問されたことは何かというと、「もし、あなたが私の立場だったら、アメリカ合衆国の大統領だったら、どうしたら北朝鮮が良くなると思うか、どうしたいのか」とこうしたことをブッシュ大統領から聞かれたのです。

　私が答えたのは二つです。ひとつは、収容所の解体に焦点を合わさなければならない。

全ての例えば北朝鮮に対する人道支援も、全てこの収容所の解体にリンクさせて与えるといった形で圧迫を加えなければならない。

　もう一点は、中国の胡錦濤主席を説得して北朝鮮への脱北者の強制送還を止めさせなければならない。このふたつを言いました。

　今、北朝鮮は核実験を行い、ミサイルを　発射してあらゆることをやって挑発しています。

これに対して国際社会は、国連を通じて制裁決議をして圧迫を加えていますが、私にはこうした形での圧迫を続けたところで、あまり役に立たないのではないかと思います。

　なぜかと言うと、北朝鮮は自ら自国民を痛めつけ、自ら封鎖しているそうした国家であるからです。既に北朝鮮は自分自身その意図のもとに国家を封鎖して自国民を虐待しておりますので、それにさらに外からそのような形の圧迫を加えてもたいした効き目はないと私には思えるのです。

　私も先日38度線を取材しました。38度線ですが、過去、この数年の間、ただのひとつも事件らしい事件は起きていないというのです。ところが中国の国境地帯では、今、毎日のように銃声が響いていると聞きました。

　北朝鮮、金正日政権は何を一番恐れているか、それはアメリカでも日本でもなく、北朝鮮内部の住民を一番恐れています。北朝鮮の住民が外部の情報に触れて、その考えかたが変わること、そして住民たちが逃げ出すこと、これは体制の崩壊に直結しますので金正日が一番恐れているのは体制の崩壊であって、従って住民の変化というものを一番恐れています。

　今、制裁としてマレーシアにある口座をいくつか封鎖をしたり、カンナム号という北朝鮮の船を追っかけ回して、メディアでもこれを盛んに報じておりますが、それをやったところで、それが果たして何になるか。

　日本、韓国、アメリカが一致団結して中国に対して圧迫を加えて「脱北者の送還を止めろ！」と、それを実現さえすれば済むことなんです。

　今、中朝国境で毎日のように銃声が鳴っているというそのことは、北朝鮮人民軍30万を中国との国境に張り付けているのです。そして脱北者を狙撃してこれを殺す。そして脱北を試みる人たちから袖の下を貰って、ワイロを貰って見逃したり橋渡しをしているような軍人たちが摘発されて公開処刑されている。この銃声が毎日のように鳴り響いています。

韓国に入ってくる脱北者の数が毎月300人に昇っています。一方、中国から北朝鮮に強制送還される数は毎月、数千人の単位です。

　今、北朝鮮は大変な経済難です。今、北朝鮮の人民に突きつけられている選択肢は、このまま餓死するか逃げるかの二者択一なのですが、そのような形で中国がどんどん捕まえて送り返すので、逃げ出す先もないという状況です。ですから、今中国政府が、中国の指導部が脱北者の強制送還を止めると、この決断さえ下せば、100万の単位で北朝鮮から人間が逃げ出します。仮に100万人が北朝鮮から逃げ出しますと、北朝鮮内に残った親族等1000万人に影響が出ます。北朝鮮の人口は2000万少しですから北朝鮮の人口の半分にその影響が出る。で、潜在的逃亡希望者となるということです。

　そのような一番肝心要の部分には関心を向けずに、金融制裁とか船舶の検査とかこのようなことをいくら繰り返したところで、北朝鮮はびくともしません。北朝鮮自身がそれを公言しています。

　北朝鮮にラジオを送り込むことで情報の注入を図る。韓国の方から風船を付けてラジオを北朝鮮に送り込む、或は中国国境地帯から北朝鮮内にラジオを流入させる。或は風船にインスタントラーメンをくくって送り込む、或はビラを付けて送る。こうしたことによる影響によって、北朝鮮というのはどんどん崩壊していくのです。

【体制を長らえさせた背景】

　私は92年に脱北しましたが、当時、韓国の情報機関は、高位脱北者、北朝鮮で高いポジションにいた脱北者の聞取り調査を行いまして、アンケート調査を行いました。

「あと、北朝鮮の体制はあと何年持つか」ということを聞いたのですけれども、その時に、高位脱北者のおおよその意見は「あと十年だろう」という意見でしたし、97年に黄ジョンヨブさんが亡命されました。その時に記者が質問して、「あの体制はあと何年持つのですか」、それに対して黄ジョンヨブは、「三年だ」と答えました。そのように、北朝鮮のエリートたちが目するところ2000年には北朝鮮は崩壊するだろうと見ていたわけですけれども、それが実現しなかった。それはなぜかということです。

　なぜかと言うと、それはこうした現実を捉えて脱北者の話は信用に値しないなどという方もいますが、それは私は妥当でないと思います。なぜ、北朝鮮が長らえたかそれは韓国の金大中政権が北朝鮮に対して積極的に延命のための措置をとったからです。金大中氏は、自分自身ノーベル平和賞を取りたい、その他個人的な欲がありましたし、北朝鮮は金と食料に困っていた、この両者の利害関係が一致して取引をした訳です。

　過去、金大中、盧武鉉（ノ・ムヒョン）政権が太陽政策を展開した両政権の10年間に北朝鮮にどれだけの支援が入ったか。現金だけでも80億ドル入りましたし、食料支援は15億ドルです。で、民間の支援も合わせるとおよそ150億ドルが北朝鮮に注ぎ込まれました。

　北朝鮮が麻薬密売等で稼ぐ額はいくらくらいかというと、およそ年間で15億ドルから20億ドルです。それだけの外貨を注いで支えられたわけですから、滅びたくても滅べない、そういう状況だったのです。

　97年に金大中政権が発足して北朝鮮と交渉が始まったわけですが、金正日は大変外貨に事欠いていて苦しんでおりましたが、最初に金大中に要求したことは何かというと、金ではなくて、まず韓国から北朝鮮に送り込むビラの送付、それを止めるという要求をしました。韓国では1985年から、国防部が北朝鮮の人民軍に向けて風船に付けてビラとかインスタントラーメン、歯ブラシ、歯磨き粉、或は肌着こうしたものまで送っていたのです。

　当時、朝鮮人民軍は食べ物もまともになくて、そうした韓国から送り込まれてくるインスタントラーメンを煮て食べて腹を満たしておりましたし、その他ビラに送り込まれてくる情報によって殆ど溶解状態であったわけです。ですから、それほど金正日がそれに困っていたので、何よりも先にビラを送らないでくれということを韓国側に要求したわけです。

　　2000年の南北首脳会談に当たっても北朝鮮の金正日が要求してきた条件は何かと言うと、金はもとよりでありますけれど全ての北朝鮮に向けた心理戦の放送、これを一切全てストップしろと、韓国政府はその条件も直ぐ飲みました。続いて2003年には、休戦ライン一帯に韓国側は大規模な大型の電光掲示板、大型スクリーンを設置して、人民軍兵士に向けたテレビ放送をやっっていたのですが、それも「止めろ！」と金正日から要求されて、それも直ちに撤去しました。

　北朝鮮の体制は全て金正日を支えるために組み立てられている体制であって、その中でも金正日が依存しているその支えとしているのが軍であります。その軍を金正日から引き離す、心理的にも引き離すという韓国側からの働きかけを一切ストップしたがために、金正日は安心して核、ミサイル開発の方に注力することができたのです。

　この金大中という方、ノーベル平和賞を受賞して5年後、政権から退いたあとノーベル平和賞受賞5周年の記念の式で、「私の大統領在職時に、北朝鮮の人権は大幅に改善したんだ」というとんでもない嘘を話していました、その内容は何かというと、北朝鮮の人たちの食料支援をして、その食料が食べられるようになったので北朝鮮の人権は大幅に改善されたのだと。こういうとんでもないことを言っておりました。しかし振り返ってみますと、韓国を輸出立国として実現し得た朴正煕（パク・チョンヒ）の時代もそのように食料事情を大幅に改善されて、韓国民はメシが喰えるようになったわけです。ところが当時金大中氏はパク・チョンヒを名指しして、「独裁者である」とののしっていました。その彼が金正日に対しては「独裁者」と名指しすることは一切しないまま、北朝鮮の人民にいくばくかの食料支援をしたので、人権が改善されたと平然と語っております。

　しかも在職中に、金大中氏は「金正日は見識のある指導者だ」と評価していました。あれだけの国民を餓死させて滅ぼした指導者を見識のある指導者だと持ち上げて、一方で韓国で正当な選挙のもとに500万票の得票差で政権の座についている李 明博（イ・ミョンバク）大統領を独裁者だと名指ししています。まー、あの人は頭がおかしい人だと思います。

韓国社会の状況は私の目にはとてもまともなものに見えません。

北朝鮮の住民が300万餓死するさなかにも、ただの一人も街頭に出てデモをしなかった。

北朝鮮の住民が、野菜の屑切れも喰えずに餓死していたさなかには一切デモもしなかった人たちが、アメリカ産の牛肉は喰えないんだと言って道に溢れています。

これは長年に亘る北朝鮮の韓国工作の成果でもあるのです。韓国の工作機関から韓国の大学まで浸透していって、若い人たちを反米主義者に仕立て上げて韓国国内の保守層に対する敵対勢力に育て上げました。それが今そのような形をとって現れてきているのです。

韓国のイ・ミョンバク政権に変わりまして、イ・ミョンバクが打ち出した北朝鮮政策は何かというと、『非核3000』というスローガンを打ち出しています。その中身は、「北朝鮮が人権状況を改善し、核を放棄すれば国民一人当たりの所得を3000ドル水準に引き上げるべく協力するのだ」と。ごくごくまっとうな北朝鮮政策をイ・ミョンバクが掲げているにも関わらず北朝鮮がそれに反発して、イ・ミョンバクに対して脅迫、恐喝の類いを働くのはもとよりでありますけれども、金大中をはじめとする韓国の勢力が、それは一切北朝鮮の立場を考慮しない“強圧政策”であると称して非難しております。

私は、韓国の真なる民主主義勢力が力を合わせてそうした韓国内の新北朝鮮勢力と対決しなければならないと思うのですが、これも大変困難が伴うものであって、日本やアメリカといった周辺民主主義国がしっかりそれを支えて、支援して欲しいと願っています。

ただ、幸いなことに北朝鮮の人民の8割から9割がたが既に、金正日政権に対して信頼なんてものを失っております。金正日政権に対して大変憎悪を抱いております。

【今、権力層までが深刻な影響を受けている】

 今、北朝鮮は大変危険な状況にあると私は見ています。北朝鮮は非常に危険な状況にあるゆえんは何かというと、90年代の大規模食糧難の時には犠牲になったのは力のない人たち

最下層の人たちでした。当時も権力層、権力の核心層に対しては配給制というのは維持されていて、それは主に海外から支援される支援物資が回されていたのですけれども、一般の住民にはそうした配給というのは閉ざされてしまって、餓死すべき人はどんどん餓死し生き延びた人たちというのは、それは個人で畑作をやったり、或は、そうしたよしもなければ盗みを働いたり或は自生的な市場で売り買いして生き延びるという、そういうノウハウを体得しえた人のみが生き延びることができたわけです。

北朝鮮は、今も大変危機状況ですけれども、それにも関わらず社会の下層、かつて大量餓死した階層の人たちは比較的安定しています。具体的に言いますと、例えばファンフェドという南部、平野地帯なんですね。そこは北朝鮮の穀倉地帯であって、ひとつの郡、行政単位の郡あたりだいたい10万トンの米が獲れるところです。10万トンの米が獲れるとなりますと、人民軍の一師団がそこに居座っていて、「その米をよこせ」と言ってかすめ取っています。という状況であります。

  昨年末、私が入手した情報によりますと、米の収穫前に人民軍がその農地に駐屯したというんですね。というのは農民がその軍に収穫前の米を取られまいと、実は道を掘ってその中に米を埋めておいた。その米を盗むために人民軍、兵士たちがやってきて長い鉄の棒を持ってきて地面を掘って突ついて米を見つけたらそれを堀り起こして持ち去るということをやったということです。

  従って、北朝鮮内部では権力層と一般人民の間でどちらが生き残るかという生存戦争が展開されていると言えます。今、人民軍は強盗と化して食料を強奪しておりますけれど、人民もただなすがままではなく闘う姿勢でいます。

 韓国も支援を止めました。日本も止めました。中国も金融危機の影響で北朝鮮に十分な支援をできないでいます。そうした状況の中で今、北朝鮮で起きていることは、軍を含めた権力層への配給が持続できなくなった。そういう危機の中で勿論社会の底辺の人たちの影響は起きていますけれども、それ以上に権力層が影響を受けている。

 ですから、脱北者の問題、強制送還されないという状況さえ実現すれば、直ちに、もう瞬く間に北朝鮮の体制は崩壊するような状況になっています。

【体制瓦解には】
　 今、当面の大きな問題になっているのは、核問題です。仮に10年前に世界が力を合わせてこの人権問題で北朝鮮に対して強力に圧迫して締め上げていればもしかしたら、この核開発は阻止出来ていたかも知れませんけれども、今既に北朝鮮の核は実践配備出来る間近の段階です。二回目の核実験迄やりましたので、あと、3回目4回目と核実験をやれば、恐らく大陸弾道弾の弾道として搭載できるだけの完成度になるだろうと見込まれます。

　この北朝鮮の核は絶対容認してはなりません。なぜならば核を握っている金正日という人間は、これは明らかに精神病理的意識の持ち主であって極めて残忍な人間ですから、まかり間違えば韓国や日本にその核を使って、とんでもない災いをもたらす可能性が現にあるわけです。従って核は必ず除去しなければならないわけですけれども、その除去する方法に私は二つあると思います。

　ひとつは直接北朝鮮の核のこの基地を限定爆撃する、攻撃するそういう方法がひとつです。ところがこうした軍事的選択というのはどの国もいやがって中々とれないと思います。　　　　であるならば、二番目の方法として北朝鮮からの大量の脱北者を誘発させる、北朝鮮から人民が大量に逃げ出せるようにそういう状況を作り出せることと、北朝鮮内に外部の情報を可能な限り流入させるというこのふたつによって北朝鮮の体制を瓦解させということです。体制が瓦解すれば核も使いようがありません。

　いま、国際社会では中国を参画させて北朝鮮を制裁しなければいけないと、なかなかその封鎖がうまくいかないという類いの話をしていますけれど、中国と北朝鮮の貿易といっても微々たるものでして、中国にとってはそれを封鎖しようがしまいが痛くも痒くもない程度のものにしか過ぎません。今韓国にとって中国は大きな貿易相手国であって、韓国から中国に輸出をストプするということになれば韓国経済が大変打撃を受けるということでありますけれども、北朝鮮というのはあまりにもその経済規模が小さ過ぎて痛くも痒くもない。その程度の影響しかない。

　今、国際社会が北朝鮮に対して加える圧力は、しっかりした大義名分のあることです。それはすなわち中国は自分自身が難民条約に加入していますけれど北朝鮮から逃れてくる人たちを「難民」認定せずにどんどん北朝鮮に送り返しています。その国際法を無視して中国と北朝鮮の間の不法越境者送還に関する取り決めに基づいてどんどん送り返していてしかもその（国連）難民高等弁務官（UNHCR）の脱北者に対するアクセスというのを遮断しています。

　今、国際社会は、中国は本当は北朝鮮の側に立っているのではないか、或は北朝鮮と中国と同盟関係というものを極めて過大評価する向きもあるように思います。しかし、私が見るところ北朝鮮が一番内心嫌っているのは中国であります。これは黄長燁（ファン・ジャンヨプ）先生から常々お伺いしている話ですけれども、「金正日はかつてアメリカに関してののしったことは聞いたことがない。しかし、中国に関しては盛んに悪口をいいののしっていた」と、これは黄ジャンヨプ先生がおっしゃることです。

　アメリカはかつて一度も北朝鮮に対して体制変革をしろということを突きつけたことがありませんけれど、中国は鄧小平以降、一緒に改革開放をやろうじゃないかと、助けてあげるよということを言っておりました。これは金正日からすれば、その体制を変えろということであって、これに対して金正日は大変ストレスを感じていまして、口さえ開けは中国の悪口を言っていたということです。

　北朝鮮は表向き中国の改革開放について「これは社会主義を裏切ったものである。背いたものである」と批判しておりましたが、北朝鮮内のエリートの中では「いや、これは社会主義を裏切ったものではなく、むしろ資本主義の要素を取り入れることによって社会を発展させたのだ」と、そのような評価が広がっております。

　しかし、中国から見れば社会主義を裏切ったのは北朝鮮であって、彼らは社会主義、共産主義流儀によれば、社会主義社会、共産主義社会というのは封建社会から資本主義社会を　経てそれを乗り越えた進んだ社会であるのに父親が政権を握り、息子に譲り孫にもやらせると。もう、これは封建社会の逆戻りであって中国共産主義の方の目から見れば社会主義を裏切ったのはどっちだと。お前たちだろ？ということになります。

　その社会主義のそもそもその理想というものも皆で平等にいい暮らしをしようということであって、皆で餓死しようということではなかったはずであります。したがって、勿論中国は北朝鮮の社会主義体制として残ることを願っておりますけれどもそれは金正日政権の存続を願っていることでは絶対なくて、むしろ金正日はエセ封建、宗教政治体制といったものでありますから、金正日体制の崩壊は中国も本心は願っているところだと思います。

　しかし、中国は先日ウイーグル問題が火を吹きましたけれど、ウイーグル、チベット、台湾、香港とそういった地政学的な問題を一杯抱えていて、朝鮮半島で急激に韓国主導による統一なり、民主化なりが進めば、またそれが中国国内の民主化にも飛び火し得るという非常にリスクを抱えているので、それに対して大変心配しているようです。

　そして、さらにはこの朝鮮半島全体で、アメリカの勢力が強まるということ、米軍基地が北上していること対して大変心配しています。このふたつの要因があるが故に、今嫌々ながらも金正日体制を支えているという状況だと思います。

　そこで、黄ジャンヨプ先生がおっしゃることは、中国がどうしても北朝鮮の体制の鍵を握っているので、ひとまずは急激な韓国より吸収、統一ということではなくて、中国式の改革開放を志向する政権を北朝鮮に立てるとそういう方向で中国を説得しようではないか、こういう戦略をかつて提示しておられました。しかし、ひとまず金正日が除去さえすればいくら言葉だけは中国式改革開放といったところで、その実質は韓国による吸収統一にいくしかないのです。ですから韓国・日本・アメリカがしっかり協力して、中国に対して中国の国益を害さない形で金正日を除去するという、そのための話し合いを早く進めるべきだと思います。
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